
248 新潟医学会雑誌 第114巻 第6号 平成12年 (2(XX))6月

陣臓摘出術が施行され,術後経過順調で軽快,退院 し

た.

いずれも受診直後に全身の CT検査が施行されてい

たが,造影は行われず,明確な腹腔内出血は発見されて

いなかった.食傷横転の大 きな外傷では.全身の CT

検査が必須であると同時に.腹腔内膜器損傷の発見に

は,最初から造影 CT を施行すべきである.

Ⅳ.基 礎 研 究

22)分節性脊髄誘発電位 に対するプロポ フ ォー

ルの影響
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分節性脊髄誘発電位 (SCEP)に対するプロポフ寸-

ルの影響を調べた.胸椎側わん症 3例,第2腰椎脊索腫

1例.男1･女3例.ll-41歳.ミダゾラム0.1mg/kg

i.V.で麻酔導入後.ケタミン 2mg/kg/hr持続静注で

味酔を維持 した.酸素 ･空気により PaCO240mmHg

となるよう機械換気 した.プロポフォール 1mg/kg

i.V.後,正中または尺骨神経を手関節部において電気的

に刺激 し,C7/Thlレベルに留置した硬膜外電極より

100回加算による SCEP記録を行った.SCEPの Pl

･Nl･P2各成分の振幅は 120-130%に増大 した.

この結果はサ イアミラールと類似する.P2増強は脊髄

シナプス前抑制の増強を示す可能性がある.

23)ラ ッ ト前脳虚1mモデルにおいて徴 小脳指 傷

による保護作FfJ
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微小脳損傷が機能的にマウス脳虚血損傷を軽減すると

いうことは約10年前に知られている.本研究はラット前

脳虚血モデルを開いて微小指傷による保護効果を組織学

に検討 した.雄性 Wistar(250-300glにおいて針

の刺入により大脳皮質を含め海馬の-箇所に磯か脳損傷

を負荷 した.頭皮切開のみの動物 を sham-コン ト

ロ-ルとした.前脳虚血は損傷を起こした6日後に,也

液ガスおよび血糖を正常範囲に維持 して平均動汲血圧を

35-40mmHgにー~円fL両預動脈を10分間閉塞して負荷 し

た.潅流再開7日後に,ラットを軽心的に潅流固定 して

厚さ20/̀nlの凍結切片を作製 し,Kluver-Barrera

染色により虚血による組織的変化を評価 した.DNA段

片化は虚血5日後に TUNEL法によって検出した.

結果として,海馬 CAlに損傷部位の周りおよび損傷

した半脳に虚血による組織的指傷および DNA段片は

徴′ト損傷により統計的に軽減された.この結果は微小脳

損傷が損傷部位の周りあるいは絹催 した半脳に内因性抗

アポ トーシス機序を誘起することを示唆 している.

24)ラッ ト脊髄後角陽様質におけるグル タ ミン

酸作 動性 シナプス伝達 に対す るバ クロフェ

ンの 作用
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くも膜下に投与されたバクロフェン (GABAB 受容

体作動薬)は様々な痔痛モデルに於いて抗侵害作桐を示

す.今回孜々は,脊髄降様質 (SG)における A∂およ

びC線維誘起シナプス伝達に対するバ クロブェンの作

拝は 調べた.成熟ラットから後根付 き脊髄スライス標本

を作製 し,SG 細胞よりパッチクランプ法を用い,膜電

位 を-70mV に保持 して興 奮性 シナ プス後電 流

(EPSC)を記録 した.バクロフェンは A∂線維誘起

EPSCに比LC線維誘起 EPSe の振幅を強 く抑制 し

た.C線維に対する強い作用はバクロブェンの鎮痛横序

25)慢性埼痛モデ ルラ､ソトにおける中枢神経 系

内 ノルア ドレナ リン,セ ロ トニ ン組織 濃 度

の変化
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中脳や橋より脊髄後角に投射するノルア ドレナ1)ン

(NA)やセロトニン (5-HT)系の下降性抑制系が提

唱されている.この系は慢性療病の発症や持続と大 きく

関係 している.そこで,慢性痔痛時における中枢神経系

内の NAと5-HTの組織濃度を測定 し,慢性痔痛 と

の関係を検討 した.坐骨神経を結繋 した慢性痔痛モデル

ラットを作成 した.結紫後14日に,埠痛閏値の低下を

ホ､ソトプレー ト (55℃)上からの逃避行動開始時間の短
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鯖で確認した.セポフルレン麻酔下でラットの鎖骨下動

脈を切断して全脱血した後,大臥 脳幹 (中脳,棉,延

敬),脊髄腰膨大部を速やかに摘出した.モノアミン類

は液体クロマ トグラフィーにて測定した.結紫側脊髄の

NA,ドパミン.5-HTが非結紫側,対照群,シャム

手術群と比較 して有意に減少した.これらより,慢性痛

の成立と持続には NA 系,5-HT 系下降性抑制系の

横能低下,すなわち脳幹部の関与が示唆された.

26)坐骨神経結紫による慢性痔痛モデルラ ッ ト

における脊髄,脳幹,大脳 の ア ミノ酸組織

濃度の変化

掌提 要婁 :富富 豪要(憲遠 島 還 )

抑制性アミノ酸 GABA は侵害刺激の伝導の抑制に

関与し,グルタミン酸などの興奮性アミノ酸は中枢性感

作や windupと関係している.そこで,帽性痔痛時に

おける中枢神経系内の抑制性,興奮性アミノ酸の組織濃

度を測定し,慢性痔痛との関係を検討 した.大腿部坐骨

神経を結紫 Lた慢性痔痛モデルラットを作成した.結紫

後14[1に.痔痛閲値の低下をホットプレート (55℃上 土

からの逃避行動開始時間の短縮で確認し,七ポフルレン

麻酔下でラットの鎖骨下動腺を切断 して全脱血 した後,

大脳,脳幹 (中脳,橋.延髄),脊髄腰膨大部を速やかに

摘出した.アミノ酸類は液体クロマ トグラフィーにて測

定 した.GABA,グリシン,タウリンは結紫群の両側脳

幹部で減少傾向を示したが,グルタミン酸,アスパラギ

ン酸の濃度には有意な変化はなかった.これらより了慢

性藤橋による影響は,脳幹部にも及ぶことが示唆され

た.
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1)上咽頭癌放射線治療後に生 じた下顎枝部骨
肉腫の一例
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日本歯科大学新潟歯学部口腔外科学
教室第二講座
長岡中央総合病院
耳鼻咽喉科

上咽頭癌放射線治療8年後に左側下顎枝部に生 じた骨

肉腫の･･･一例を報告した.

症例は62歳,女性.1989年移行上皮滴にて,linac外

照射 60Gy施行.1997年9月頃より開口障害を認め.さ

らに左側下唇からオトガイ部にかけて知覚蘇峰を認め当

科来院.顔面は左側項部に骨様硬のびまん性腫脹を認

め,開口度は左側上下中切歯間で18mm,口腔内は,左

側下顎第1.第2大臼歯頬側歯肉部より外斜線に沿って

骨様硬の腫脹を認めた.1997年12月2日当科入院し,画

像診断で非上皮系悪性腫壕が疑われたため,局所麻酔下

にて口腔内より Openbiopsy を施行.病理組織学的

診断は osteosarcomaであった.治療法は外科的療法

を選択し,術後 MTX-LV 救援療法を2タール施行

した.現在外来経過観察中で,腺癌の再発,転移は認め

ていない.第 2癖は第 豆腐の照射野にほぼ一致し,放射

線誘発腫藤が強く示唆された.

2)頚部後発リンパ節転移を認めた頭頚部癌16

例の臨床的検討
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281例のうち,初診時 NOで,原発巣の再発を認めない

にもかかわらず,頚部に後発TJンパ節転移を生じた16例

を対象とした.


